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fadaskdadaf kdaum badaum dafdaum aadaum dapaatand dapbsand kand
フアダスクダダフ(花名)は後の塊は塊毎に豊かな塊に成る。
幾らかの塊は長期ではないが大きいのが決まりで後に続く。

bafaaum kar aadar batand badar aabqaab dafand tfb
始めの芽は後に土になり、空き地に多いが成長は全て少ない。
古いものは薬になる。

nadasb aataum kb aadarb aatar badaum aaand baand sdaumar
成長しない芽付は維持し、幾らか残して土をかける。
塊に沿って寝かせ帯にして集めた塊に土を(かける)。

sbadaum badaum saum aatad faar bataumb sand aaarb
古い塊は塊に沿って芽を集め加えて置く。
失った多くの種は土で幾らか芽生える。

aatdaum aadaum sar dafaaar tfand fdaum sar
所有地では幾らかの塊を集めて土にする。
いつも土地が失われる。失った塊は集めて土地にする。

sand faad bfaab aadab qand said ar
土は引き離して新規に古い物を加えて古い土地とする。

bada qaadaum sar batb faar aadafaid rb
悪い小さな塊は集めて土で変化し失われる。幾らかの手入れは周りの為になる。

daqaadaum qba aadaum aadaum aadaum faand said
暗い塊の端次々と幾らかの塊になり、幾らかの塊は遠いが古くなる。

badaum daraaum aadaqaab aadaum fadar aaand
塊毎に土をそれぞれにやる。幾らかの自立した塊は遠い土で横に寝る。

kaaaraab dattkdasb qaatb paab paardazi
後は幾らかの土だけで、決まって成長する。小種はやめて土地から離すのが仕事だ。

kdaraid
後は土の恵みとなる。
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paaar aadardaum saum catar aaaadafand aaaumsand
交易地の所有農地の家の指導者には多くの土地があった。
幾らかの他の支えは任せた国土だった。

qaadar dafaaar daqb aadaqaid qtdaqb dafdaraab kafar
小さな農地や長期の農地は支配された。幾らかの自助で少ない支配は
豊かな農地だけだった。後に大変豊かな土地になった。

badar dqdaum umdaqand badaum qdaum aaar fatb faab faazi
農地毎の自立家は色々自立していたが軒並み小さな家で、
所有地は遠い国だった。良い事は水があった事だ。

dar aadaum aaattd aatqb aadar aataid aaar aattqb adar rb
農地や所有家は幾らかまとめて地域に加えた。
所有農地は手入れし、荒地は地域に加えず、所有農地は維持された。

aaar aatar aatar dafttb saadar aadastb aadarand
幾らかの農地は次々と土地を加えて、貧しい国の幾らかの農地は幾らかの出入り国と
なり、幾らかの農地は続いた。

said aatar sand
長老が土地を加え国土とした。

このページの二つのお話は関連があるのかどうか不明です。しかし、前半部分は全くの
別訳も可能です。同様の事は他のいくつかのページで見られます。

右下に文字があります。Bing の様に書かれていますが。


